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高齢社会対策の基本的在り方等に関する検討会・追加資料 

 

2011/10/21 横浜国立大学 関 ふ佐子 

 

◆ 総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（平成 18 年 12 月推計） 

 

 

◆ 総人口の長期的推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：須藤一紀「ピークが迫る日本の人口 ― よくわかる日本の人口①【総人口の推移と人口転

換】 ―」第一生命経済研レポート（2005 年） 

資料８－３ 
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◆ ６５歳以上人口割合の国際比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統計庁「統計トピックNo.14（平成17年9月）」<http://www.stat.go.jp/data/topics/topi141.htm> 

 

◆ 平均寿命の国際比較 

             第１－３図 諸外国の平均寿命の年次推移 

 

            
     

 

出典：厚生労働省統計表データベースシステム「平成 22 年度厚生統計要覧 第 1編第２章人口動

態」 <http://www.mhlw.go.jp/toukei/youran/indexyk_1_2.html> 
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◆ 高齢化の速度 

・ 高齢化社会―― 高齢化率７％以上 

・ 高齢社会―― 高齢化率１４％以上 

・ 高齢化の速度―― ７％から１４％ 

ドイツ（４０年） 

イギリス（４７年） 

イタリア（６１年） 

スウェーデン（８５年） 

フランス（１１５年） 

日本（２４年） 

 

◆ 従属人口指数 

○ 老年従属人口指数 (老年人口指数)  （老年人口を生産年齢人口で除した値） 

  ① 生産年齢人口を１５～６４歳とした場合 ② 生産年齢人口を２０～６９歳とした場合 

・ 2011年: ① 35.6％(働き手2.8人で高齢者１人扶養)  ② 25.6% 

・ 2020年: ① 46.4％（2.1人で１人を扶養） ② 34.7% 

・ 2055年: ① 66.5％（1.5人で１人を扶養） ② 50.9% 

○ 年少従属人口指数 （年少人口を生産年齢人口で除した値） 

・ 2011年: ① 20.8％(働き手4.8人で年少者１人扶養)  ② 27.6% 

・ 今後16～20％の水準の範囲で推移 

 

◆ 平均寿命の伸び 

・ 1947 年 ―― 男性（50.06 歳） 女性（53.96 歳） 

・ 2010 年 ―― 男性（79.64 歳） 女性（86.39 歳） 

 

63 年で男性 29.58 歳、女性 32.43 歳 も平均寿命が伸びた 

 

◆ 高齢社会対策を推進するうえで重要な視点・事項 

○ 高齢者は「６５歳以上」という認識の変更 

・ 意識改革の推進 

 

○ 長寿社会にあった生き方・働き方を可能とする社会設計 

・ 多様なライフスタイルを可能にする視点 

・ 格差を是正する視点 
 
○ 最後の１０年は安心した老後を 
・ 「お疲れ様」に向けた人生設計 


